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9月 10日は「下水道の日」

平成24年度行政評価結果を公表

高齢者のみなさんを応援します

市ホームページをリニューアル

 J-ALERT の全国一斉緊急情報伝達試験
ジェイ・アラート
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主 な 内 容

　
 大
正
　
年
（
1
9
2
3
年
）
9
月

12

1
日
に
発
生
し
た
「
関
東
大
震
災
」

に
ち
な
み
、
制
定
さ
れ
た
「
防
災
の

日
」
を
含
む
一
週
間
は
「
防
災
週
間
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の
記

憶
も
踏
ま
え
、
一
人
ひ
と
り
が
も
う

一
度
身
の
周
り
で
起
こ
る
災
害
に
つ

い
て
考
え
、
平
素
か
ら
災
害
に
対
す

る
備
え
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

怯
地
震
が
起
き
た
ら

　
突
然
、
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た

と
き
は
、
第
一
に
自
分
の
身
を
安
全

に
守
れ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
戸
を
開
け
て
、
出
入
り
口
の
確
保

を
想
定
し
、
家
族
な
ど
で
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
想
定
し

た
ケ
ー
ス
ご
と
に
分
担
を
決
め
る
ほ

か
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
家
族
構

成
も
考
慮
し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も

相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

▼
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
決
め
て

あ
る
か

▼
非
常
持
出
袋
（
避
難
時
に
す
ぐ
持

ち
出
せ
る
必
要
最
低
限
の
備
え
）
は

ど
こ
に
置
い
て
あ
る
か

▼
備
蓄
品
（
復
旧
ま
で
の
数
日
間
を

自
活
す
る
た
め
の
必
要
最
低
限
の
備

え
）
を
用
意
し
て
あ
る
か

碓伺 
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
や
血
液
型

な
ど
の
自
分
の
情
報
を
記
載
し
た
避

難
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
携
帯
す
る
こ

と
も
効
果
的
で
す
。

怯
大
雨
に
よ
る
災
害
に
も
注
意

　
台
風
以
外
に
も
、
近
年
は
ゲ
リ
ラ

を
す
る

▼
棚
や
棚
に
乗
せ
て
あ
る
も
の
、
テ

レ
ビ
な
ど
が
落
ち
て
き
そ
う
な
場
所

か
ら
、
離
れ
て
揺
れ
が
収
ま
る
の
を

待
つ

▼
あ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出
さ
な
い

▼
寝
室
に
は
倒
れ
そ
う
な
も
の
な
ど

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
頭
の
上
に

物
が
落
ち
て
こ
な
い
場
所
で
寝
る

▼
高
層
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
い
る
場

合
は
、
非
常
口
の
確
認
を
す
る

怯
地
震
に
備
え
て

　
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
時
間
帯
や
だ
れ
が
在
宅
し
て

い
る
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

豪
雨
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
河
川
や

下
水
道
施
設
の
処
理
能
力
を
超
え
る

豪
雨
の
発
生
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
特
に
都
市
部
で
、
浸
水
な
ど
の

被
害
が
多
発
し
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
し
た
。
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水

や
道
路
冠
水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
予

想
を
超
え
る
速
さ
で
襲
っ
て
き
ま
す

が
、
事
前
の
予
測
は
可
能
で
す
。
普

段
か
ら
付
近
の
危
険
個
所
を
把
握
し
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
流
さ
れ
る

気
象
情
報
の
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
地
震
と
同
じ
よ
う
に
避
難

場
所
や
連
絡
方
法
、
非
常
持
出
品
な

ど
に
つ
い
て
、
家
族
全
員
で
話
し
合

い
、
一
人
ひ
と
り
が
十
分
な
対
策
を

考
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5

4
）。

　
上
記
の
二
日
間
、
各
行
政
シ

ス
テ
ム
の
改
修
を
行
う
た
め
、

全
シ
ス
テ
ム
を
停
止
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
左
記
の
施
設
で

は
、
シ
ス
テ
ム
停
止
に
伴
い
、
休

日
開
庁
を
中
止
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

胸
9
月
　
日
臥
に
休
日
開
庁
を

21

中
止
す
る
施
設
…
▼
中
央
駅
前

出
張
所
▼
印
旛
支
所
市
民
福
祉

課
▼
滝
野
出
張
所
。

胸
9
月
　
日
蚊
に
休
日
開
庁
を

22

中
止
す
る
施
設
…
▼
滝
野
出
張

所
。

■問 
市
民
課
住
民
記
録
班（
緯
内
線

2
3
4
・
2
3
7
）、中
央
駅
前
出

張
所（
緯
碓46 
1
0
1
1
）、印
旛
支

所
市
民
福
祉
課（
緯
碓98 
1
1
1
6
）、

滝
野
出
張
所（
緯
碓80 
8
1
8
1
）。

　
こ
の
た
び
、
市
議
会
議
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
市
政
の
振
興
、
健
全

な
議
会
の
運
営
な
ど
に
努
め
、
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

国
市
議
会
議
長
会
か
ら
、
次
の
5
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
　
年
表
彰
】
小
川
勇
議
員
、
大
塚
輝

12男
議
員

【
　
年
表
彰
】
渡
邊
正
一
議
員
、
小
川

10義
人
議
員
、
岩
崎
成
子
議
員

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
8
）。

 市
議
会
5
議
員
に
功
労
表
彰

▲前列左より大塚議員、小川勇議員、岩崎
議員、後列左より小川義人議員、渡邊議員

8
月

日
～
9
月
5
日
は
「
防
災
週
間

 8
月
　
日
～
9
月
5
日
は
「
防
災
週
間
」」

3030

 日
ご
ろ
の
備
え
が「
防
災
」の
要

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、

公
共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、

帰
宅
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
ん
な
時
に
多
く
の

人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を
始
め
る

と
、
火
災
や
沿
道
の
建
物
か
ら
の
落

下
物
な
ど
で
負
傷
す
る
危
険
が
あ
る

ほ
か
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
救
助
・
救

急
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
は
、
以
下
の
こ
と
に

留
意
し
ま
し
ょ
う
。

怯
災
害
発
生
時
に
は
「
む
や
み

に
移
動
を
開
始
し
な
い
」

▼
ま
ず
は
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保

す
る

▼
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
の
安
全
な

場
所
に
と
ど
ま
る

▼
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
家

族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を
確
か
め

る▼
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
通
じ
、
被
害
情
報
や
交
通
情
報
な

 大
災
害
発

大
災
害
発
生生
鎧鎧
 で
も
「
す
ぐ
に
帰
宅
」
は
と
て
も
危
険
で
す

ど
を
入
手
す
る

怯
家
庭
・
職
場
な
ど
で
日
ご
ろ

か
ら
注
意
す
る
こ
と

▼
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く

▼
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス
ニ
ー

カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水

や
食
料
な
ど
を
用
意
す
る

▼
事
前
に
家
族
な
ど
と
安
否
確
認
の

方
法
や
集
合
場
所
を
話
し
合
っ
て
お

く▼
徒
歩
や
バ
ス
な
ど
に
よ
り
帰
宅
経

路
の
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う

▼
帰
宅
経
路
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
を
確
認
し
て
お
く

※
千
葉
県
や
九
都
県
市
で
は
コ
ン
ビ

ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
と
徒

歩
帰
宅
支
援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

水
道
水
、
ト
イ
レ
や
交
通
情
報
な
ど

を
可
能
な
範
囲
で
提
供
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5

4
）。

　市では、市民および関係機
関などと合同で、毎年総合防
災訓練を実施しています。
　この訓練は、印西市地域防
災計画に基づく｢印西市直下
の地震｣を想定し、地域住民
の防災意識の高揚や自主防災
力の向上などを目的として、
行います。
　今年度は、小林地区を開催地として、下記のとおり実施し
ます。
■時 10月20日蚊・午前8時～正午（荒天および災害発生の場
合中止）。
■場 小林中学校、小林小学校、小林北小学校。
※当日は手話通訳者を配置。
■問 防災課防災班（緯内線454）。

休日開庁を中止します
 9月21日臥、22日蚊

小林地区で印西市総合防災訓練を開催

▲昨年度に西の原中学校区域で行わ
れた訓練の様子

「総合防災ブック」が完成しました
　地震や水害などが発生する前や発生したときの注意点、日ごろの備えなどを掲載し
ています。そのほかにも市内の避難所や地震・洪水などの災害による被害を想定した
ハザードマップを添付しています。
　なお「総合防災ブック」およびハザードマップは、自治会・町内会を通じて配布中です。
また、公共施設でも配布していますので、災害に備え、ご一読ください。
■問 防災課防災班（緯内線452）。

滑
拡
大
イ
メ
ー
ジ
（
一
部
）
で
す


